「藤田嗣治」　本のしごと　日本での装飾を中心に
　「藤田嗣治」（1886〜1963）は、フランスで最も有名な日本人画家で、フランス国籍を取得後にカトリックの洗礼を受けて「レオナール・フジタ」となった異色の巨匠である。画伯は、“猫と女性”を得意な画材として日本画の技法を油彩画に取り入れ、独自の“乳白色の肌”の裸婦像などが西洋画壇の絶賛を浴びた画家として名高い。
今回、「日比谷図書文化館特別展」として「日比谷図書文化館」（東京・千代田区）で開催（2013.4.4〜6.3）されているイベントは、彼が過ごした東京・麹町時代のアトリエでの暮らしにスポットを当てて、日本での装飾を中心にして手がけた「本のしごと」が紹介されている。(http://hibiyal.jp)
　「フジタ」は、日本に滞在中に第二次世界大戦という激流に巻き込まれながら、精力的に挿画本の制作にも力を注いだとされ、写真家「土門拳」が撮影した当時の貴重な記録も展示されている。
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